
年度報告書作成の手引き

連携保険医療機関からの運用実績の集計および

計画管理病院が提出する年度報告書の作成手順

計画管理病院向け資料

－ 埼玉県医師会脳卒中地域連携研究会事務局作成 －

平成2６年7月提出分



年度報告書（2/2）の作成



年度報告書（2/2）を用意する。



連携保険医療機関から送付されてきた

運用報告書を用意する。

埼玉県脳卒中地域連携診療計画年度報告書に係わる計画管理病院への運用報告書（平成26年7月報告用）

埼玉県脳卒中地域連携診療計画年度報告書に係わる計画管理病院への運用報告書（平成26年7月報告用）



(イ) ～ (ニ) の数値を

当該連携保険医療機関

の欄に記入する。



他の連携保険医療機関についても同様に記入する。

※連携保険医療機関を追加する場合は空欄を使用して下さい。



転院実績がない場合は､｢０｣を記入する。



最後に､合計欄を記入する。



年度報告書（1/2）の作成



「最終的に在宅（社会）復帰した患者数」を求める

｢適用した患者｣､｢適用しなかった患者｣の各々について

連携保険医療機関の「在宅（社会）復帰した患者数」の合計に

自院から「在宅（社会）復帰した患者数」を加えた数を求める。



「平均総治療期間」を求める

｢適用した患者｣､｢適用しなかった患者｣の各々について

各連携保険医療機関の「平均総治療期間」と

「適用した患者数」、「適用しなかった患者数」から

全体の「平均総治療期間」を求める。

※ 「総治療期間」を計画管理病院入院から連携保険医療機関を退院するまでの期間とした場合



※ 「平均総治療期間」の求め方

Ａ連携保険医療機関の「適用した患者数」を Ｔ（Ａ）

その「平均総治療期間」を Ｈ（Ａ） とすると

連携保険医療機関がＡ～Ｎまでとして

「適用した患者」全体の「平均総治療期間」 Ｓは以下の通りとなる。

Ｔ（Ａ）×Ｈ（Ａ）＋ Ｔ（Ｂ）×Ｈ（Ｂ）＋ Ｔ（Ｃ）×Ｈ（Ｃ）＋・・・・・・＋Ｔ（Ｎ）×Ｈ（Ｎ）

Ｔ（Ａ）＋ Ｔ（Ｂ）＋ Ｔ（Ｃ）＋・・・・・・Ｔ（Ｎ）

Ｓ＝

即ち、連携保険医療機関の「適用した患者数」の合計で

連携保険医療機関との間で要した「総治療期間」の合計を

割ることにより算出できる。

「適用しなかった患者」についても同様に計算する。



求めた「平均総治療期間」と

「最終的に在宅（社会）復帰した患者

数」を記入する。



残りの項目については

自院で集計した数値を書き入れる。



｢病院名」「医療機関等コード番号」を記入し、

年度報告書を地方厚生局へ提出する。


